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2014年ホワイトハウス訪問時にライアン氏と共に ライアン氏を訪問

東京で開催された歓迎会でライアン氏ご夫妻と

栗田グループ会長の栗田氏（左から2人目）と共に

歓迎会でスピーチする大田沖縄県知事（当時）

都庁に鈴木都知事（当時）を訪問

下地会長から日本経営者同友会名誉

会員証の盾を贈られるライアン氏と夫人
沖縄訪問中にひめゆりの塔を訪れて花束を供えるライアン氏ご夫妻

NY国連本部会議場に立つ徳田代表

ママ・サラ・オバマさんと話す徳田代表

リズ・マレーさん（中央）と共にタマラ・メロンさんとご一緒に

NY国連本部にて「女性企業家の日」
Women’s Entrepreneurship Day

徳田代表理事がスペシャル・ゲストとして参加

　 11月19日、NY国連本部で、グローバルに活躍
する女性企業家を紹介し、その活動を国の枠組
みを超えて支援しようという目的で開催された
第一回 WEDのキックオフ式典に、 JEPA徳田
代表がスペシャル・ゲストとして招待されました。

イギリスからは、
自身のブランド
を立ち上げて、
世界のファッ
ションリーダー
として活躍中の
タマラ・メロン
さんも参加。

『あなたはきっと、世界を良くする』
どうしたら夢が実現するか、その方法を
子供と一緒に考えることが最良の子育て
になる。そして子供と共に子供の進む
道を信じることが大切とオバマ大統領の
祖母ママ・サラ・オバマさんは語る。自
身の基金のCEOとして92歳の今も世界中
を駆け巡り、各国の母親たちに語りかけ
ている。

『ブレイキング・ナイト』
著者のリズ・マレーさんは、薬物中毒の
両親、貧困、いじめ、矯正施設収容、家
庭崩壊、十五歳でホームレスに。最愛の
母をエイズでなくした後、高校に戻り、
ホームレスのまま勉強を続けてハーバー
ド大学に進学。過酷な日々を懸命に生き
抜き、決して人生を諦めなかったマレー
さんは自らの体験を綴った本を出し、米
国でベストセラーとなった。

Ｆ
・
ラ
イ
ア
ン
氏

　

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙

　
　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
発
行
人
に
就
任

下
地
会
長
の
長
年
の
友
人

　

米
国
を
代
表
す
る
５
大
新
聞

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン

ポ
ス
ト
紙
は
、
今
年　

月
１
日

付
で
同
紙
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経

営
責
任
者
）・
発
行
人
に
Ｆ
・

ラ
イ
ア
ン
氏
が
就
任
す
る
と
発

表
し
た
。

　

ラ
イ
ア
ン
氏
は
、
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
の
首
席
補
佐
官
と
し
て

長
き
に
わ
た
り
大
統
領
を
支
え

た
。　

年
、
下
地
会
長
（
当
時

は
事
務
総
長
）
が
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
を
訪
問
し
た
時
か
ら
、

ラ
イ
ア
ン
氏
と
下
地
会
長
の

交
流
は
始
ま
っ
た
。

　
　

年
に
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

の
名
代
と
し
て
、
日
本
経
営
者

同
友
会
の
招
き
に
よ
り
夫
人
と

共
に
沖
縄
を
訪
問
。
ラ
イ
ア
ン

氏
と
下
地
会
長
は
沖
縄
の
各
地

で
当
時
の
沖
縄
を
代
表
す
る
政

財
界
要
人
と
交
歓
し
た
。
宮
古

島
を
訪
問
し
た
際
に
ラ
イ
ア
ン

氏
は
「
下
地
会
長
が
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
に
お
話
し
な
さ
っ
た
生

ま
れ
故
郷
、
宮
古
島
の
美
し
さ

を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

ラ
イ
ア
ン
氏
は
沖
縄
の
後
、
東

京
を
訪
問
、
鈴
木
都
知
事
（
当

時
）
を
表
敬
訪
問
し
、
レ
ー
ガ

ン
大
統
領
か
ら
の
親
書
を
手
渡

し
た
。

　

同
日
夜
の
日
本
経
営
者
同
友

会
主
催
に
よ
る
盛
大
な
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
下
地
会
長

か
ら
ラ
イ
ア
ン
氏
に
日
本
経
営

者
同
友
会
名
誉
会
員
証
の
盾
が

贈
ら
れ
た
。

そ
の
際
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か

ら
直
々
に
レ
ー
ガ
ン
基
金
の
国

際
委
員
と
し
て
就
任
を
要
請
さ

れ
、
承
諾
し
た
。
国
際
委
員
と

し
て
、
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
基
金

設
立
の
功
労
者
と
し
て
、
下
地

会
長
の
名
前
は
レ
ー
ガ
ン
基
金

内
の
ホ
ー
ル
の
壁
に
刻
ま
れ
て

い
る
。

　

ラ
イ
ア
ン
氏
は
今
年
９
月
ま

で
、
米
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
系
列
Ｔ
Ｖ

会
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
お
よ
び
ワ
シ
ン

ト
ン
の
政
界
ニ
ュ
ー
ス
を
ウ
ェ
ブ

配
信
す
る
「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
て
い
た
。
以
前
、

下
地
会
長
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ａ
Ｂ
Ｃ

放
送
に
ラ
イ
ア
ン
氏
を
訪
問
し

た
際
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
本
社
正
面

玄
関
の
液
晶
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー
ド

に
は

「W
elcom

e
 M

r. 
S
h
im

oji

」
の

文
字
が
流
れ
て
お
り
、
思
わ
ぬ

歓
迎
を
受
け
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
は
、

年
に
創
刊
さ
れ
、
公
平
か
つ

リ
ベ
ラ
ル
な
報
道
に
よ
り
、
米

国
の
良
識
を
代
表
す
る
新
聞
と

し
て
米
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

中
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

年
代
初
頭
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ト
事
件
の
追
及
、
さ
ら
に

　

年
の
Ｎ
Ｓ
Ａ(

国
家
安
全
保

障
局)

の
極
秘
情
報
収
集
活
動

「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
の
告
発
報
道
で

は
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
の
公

益
部
門
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
ラ
イ
ア
ン
氏
の
就

任
は
日
本
経
営
者
同
友
会
の
会

長
と
し
て
も
大
き
な
誇
り
で
あ

り
、
今
後
の
ラ
イ
ア
ン
氏
の
活

躍
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

下
地
会
長
は
今
後
、
日
本
経

営
者
同
友
会
お
よ
び
「
新
政
界

往
来
」
を
発
刊
す
る
関
連
会
社

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
社

が
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
と
何

ら
か
の
形
で
協
力
関
係
が
結
べ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

以
来
、
ラ
イ
ア
ン
氏
と
下
地

会
長
の
交
流
は
今
も
変
わ
る
こ

と
な
く
続
い
て
お
り
、
毎
年
、

年
に
数
回
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
Ｎ
Ｙ

あ
る
い
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
い

ず
れ
か
の
地
で
会
え
る
こ
と
を

互
い
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

ラ
イ
ア
ン
氏
は
レ
ー
ガ
ン
大

統
領
退
任
後
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

シ
ミ
ヴ
ァ
レ
ー
の
レ
ー
ガ
ン
基

金
の
会
長
に
就
任
。
下
地
会
長
は

10
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  『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に
　　　　　　貢献することを目的とする』

本部：　東京都千代田区神田錦町３－２
　　　　　　電話(03)5280-6123

アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　
フィリピン　　　　シンガポール
タイ　　　　　　   ブルネイ
ベトナム　　　　  ラオス
ミャンマー　　　　カンボジア
日本　　　　　　　中国
韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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ＪＥＰＡ役員

韓
国
を
訪
問

韓
国
の
企
業
経
営
者
お
よ
び
政
府
関
係
者
と

会
談
。
ま
た
、
訪
問
中
の
イ
ラ
ク
国
立
図
書
館
・

文
書
館
エ
ス
カ
ン
ダ
ー
館
長
と
も
会
談

戦火の中、イラク国立図書館・文書
館を守り抜いたエスカンダー館長

エ
ス
カ
ン
ダ
ー
館
長
は
、

年
の
イ
ラ
ク
戦
争
と
、
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
地
域

紛
争
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
イ
ラ
ク
国
立
図

書
館

・
文
書
館
を
守
り
抜
い

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ラ
ク
は
、
チ
グ
リ
ス
・

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
に
繁

栄
し
た
世
界
最
古
の
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
文
明
発
祥
の
地
で
あ

り
、
数
千
年
に
及
ぶ
歴
史
的

文
化
遺
産
と
貴
重
な
文
化
財

を
有
す
る
国
で
あ
る
。
イ
ラ

ク
国
立
図
書
館
に
は
古
代
か

ら
の
貴
重
な
文
化
財
や
資
料

が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
昔
、
古
書
は
同
じ
重

さ
の
金
と
交
換
さ
れ
て
い
た
。　

同
図
書
館
・
文
書
館
に
は
、

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
の
コ
ー

ラ
ン
な
ど
が
保
管
さ
れ
て

い
た
が
、
米
兵
や
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
、
民
衆
に
よ
る
略
奪

で
そ
の
多
く
を
失
っ
た
。

　　

後
に
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
、
こ
う
し
て
奪
わ

れ
た
イ
ラ
ク
の
希
少
本
が
百

万
ド
ル
、
約
１
億
円
で
売
買

さ
れ
、
帰
還
米
兵
か
ら
の
出

品
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

今
、
エ
ス
カ
ン
ダ
ー
館
長

は
世
界
中
の
国
々
に
対
し
、

散
逸
し
た
貴
重
な
資
料
の
回

収
と
図
書
館
・
文
書
館
の
再

興
に
つ
い
て
早
急
な
手
助
け

を
求
め
て
い
る
。
下
地
会
長

と
徳
田
代
表
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

国
連
友
好
協
会
及
び
ブ
ー
タ

ン
名
誉
総
領
事
館
と
し
て
、

ぜ
ひ
エ
ス
カ
ン
ダ
ー
館
長
の

求
め
に
応
じ
た
い
と
約
し
た
。

　

９
月
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役
員
は
韓

国
を
訪
問
、
企
業
経
営
者
や
投

資
家
の
方
々
と
の
間
で
会
談
が

行
わ
れ
た
。
今
回
は
特
に
、
下
地

会
長
は
両
国
の
国
会
議
員
間
の

交
流
を
提
案
し
て
お
り
、
政
府

関
係
者
と
も
会
談
が
行
わ
れ
た
。

　　

現
在
、
両
国
の
間
に
は
幾
つ
か

政
治
的
な
齟
齬
も
生
じ
て
い
る

が
、
日
韓
両
国
間
の
貿
易
・
投
資

は
拡
大
し
て
お
り
、
第
三
国
に

お
け
る
プ
ラ
ン
ト
受
注
や
資
源

開
発
を
目
的
と
す
る
両
国
企
業

間
の
連
携
も
増
大
し
て
い
る
。　

　

会
談
で
下
地
会
長
は
、
両
国

の
議
員
が
国
及
び
所
属
す
る
党

を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
を
設

定
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
に
意
見
を

述
べ
合
う
こ
と
が
今
後
の
両
国

の
関
係
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
訪
韓
の
後
、

日
韓
議
員
交
流
に
つ
い
て

の
下
地
会
長
の
提
案
を
受

け
、
韓
国
か
ら
リ
・
カ
ン

ジ
ェ
氏
（
李
・
光
宰
氏
、

元
国
会
議
員
）
が
来
日
さ

れ
、
東
京
で
元
参
議
院
議

員
で
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
韓

女
性
親
善
協
会
・
狩
野
安

会
長
及
び
下
地
会
長
と
お

会
い
し
、
日
韓
議
員
交
流

の
実
施
に
向
け
て
の
話
し

合
い
を
行
っ
た
。

　

リ
・
カ
ン
ジ
ェ
氏
は
韓

国
経
済
に
つ
い
て
多
く
の

著
書
が
あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
で
、
日
本
語
訳
の
本
も

出
版
さ
れ
て
い
る
。

エスカンダー館長（中央）と共に

韓国の企業家の方たちとご一緒に

都内で狩野会長を囲んで李氏（右）と下地会長イラクからの訪韓団ご一行と共に

カンボジアの乗物
トゥクトゥク

カンボジア首相顧問N・チョウルム氏
　　　　 （左から2人目）と共に

カンボジアのモン・レッティー・グループ
副社長モニバン・タン氏（右）と共に

韓国「三角山元通寺」訪問

月
、
総
領
事
館
を
訪
問
し
た

江
戸
川
区
立
松
江
第
四
中
学
校

の
生
徒
さ
ん
達
と
ご
一
緒
に

来
年
は
日
韓
国
交

　

周
年
記
念
の
年

50

JEPA役員、タイ、
カンボジアを視察・訪問

カンボジア訪問 

　カンボジアでは、副首相KE・キムヤン氏、首相顧
問 N. チョルム氏他、企業経営者の方々と会談した。
カンボジアは、過去に長期にわたる戦乱で大きな
痛手を受けたが、近年は政治経済情勢が安定し、
インドシナ半島の新たな投資フロンティアとして
注目されつつある。
　経済成長率は６％を超え、ベトナムやタイを上回る
勢いである。ここ数年、縫製や製造などの労働集約
型業種を中心に日本企業のカンボジア進出が活発化
している。ODAで日本から寄贈された「日本橋」は
現在カンボジア紙幣に印刷されている。

タイ訪問 

　今回、タイ進出を検討している企業がJEPA会員
の中にも数社あることから、視察も兼ねた訪問と
なった。タイは伝統的に柔軟な全方位外交を維持し
ており、日本及びASEAN諸国との連携にも力を入
れている。親日家も多く、日本企業は1980年代後半
以降、積極的にタイに進出し、タイの経済成長に
貢献している。さらに、2007年には日タイ経済連携
協定が発効して、両国の経済関係は更に緊密化して
いる。

ブータンについて
知りたい！

国際理解のお手伝い

10

　

在
東
京
ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
館

で
は
国
際
理
解
教
育
の
一
環
で
中
高
生
、

大
学
生
の
グ
ル
ー
プ
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
学
年
は
中
学
１
年
か
ら
高
校

２
年
ま
で
。
５
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
知
り
た
い

か
事
前
に
質
問
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
の
歴
史
・
文
化
的
背
景
を

交
え
て
お
答
え
し
ま
す
。
一
番
多
い
テ
ー
マ

は
国
是
で
あ
る
Ｇ
Ｎ
Ｈ(

国
民
総
幸
福)

と

幸
せ
に
つ
い
て
。
他
に
は
国
旗
、
宗
教
、

産
業
、
暮
ら
し
、
食
べ
物
、
特
産
品
等
々
に

つ
い
て
お
話
し
し
、
約
１
時
間
で
終
了
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ブ
ー
タ
ン
王
国
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
前
途
あ
る
若
い

方
々
に
当
館
か
ら
最
も
お
伝
え
し
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本
で
生
活
し
て
い
る

彼
ら
自
身
が
い
か
に
幸
せ
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ブ
ー
タ
ン
王
国
は
幸
せ
の
国
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
幸
せ
と
は
物
質

的
な
価
値
観
で
は
な
く
精
神
的
な
心
に

あ
り
ま
す
。

　

物
質
的
に
も
自
然
に
も
恵
ま
れ
た

豊
か
な
国
、
日
本
で
生
活
す
る
自
身
の

幸
せ
に
気
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

分
野
を
伸
ば
し
て
将
来
は
日
本
や
世

界
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
願
い
を

込
め
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
静
か
な
学
生
さ
ん

達
の
顔
が
次
第
に
明
る
く
な
り
、
最
後

は
笑
顔
で
お
見
送
り
出
来
る
よ
う
に
、

一
人
で
も
多
く
の
日
本
の
子
供
た
ち
が

幸
せ
な
気
持
ち
で
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
さ
さ
や
か
な
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　

今
年　

月
に
来
館
し
た
江
戸
川
区
立

松
江
第
四
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
は

次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

「こ
の
前
は
大
使
館
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
僕

た
ち
に
一
番
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
を
忘
れ

ず
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
」

10
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国家戦略特区法改正で

規制を追加緩和

新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。

（3）　　２００３年８月２０日　第3種郵便物認可 JAPAN ENTREPRENEURS & PRESIDENTS ASSOCIATION  NEWS ２０14年11月25日発行　Ｎｏ．44　通巻第341号

　アベノミクスの成長戦略として昨年末に
成立した特区法第 1 弾では、地域限定で医
療や農業など「岩盤」とされる規制を緩和
し、新しい産業や雇用を生み出す取り組み
を発表した。

　東京圏や関西圏、兵庫県養父市など全国
６か所を選んだ。関西圏でのiPS細胞を活用
した病院の整備計画や、養父市の農業への
企業参入の推進など、規制緩和を活かした
具体的な事業が始まっている。

　第２弾として、下記のような規制緩和を
盛り込んだ国家戦略特区法改正案を11月に
も臨時国会に提出して成長戦略を加速させ
る。

安倍首相

京都大学 iPS細胞研究所

兵庫県養父市の棚田

AIIB設立覚書署名式に参加した各国代表

お元気なシルバーの
皆さん、まだまだで
すぞ！

中
国
主
導
に
よ
る

日
本
、
懐
疑
姿
勢
崩
さ
ず

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）発
足

　
　

月
、
中
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
高
い
資
金
需
要
を
見
込
ん

で
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行

（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
の
設
立
を
発
表
し

た
。
同
月　

日
に
は
、
北
京
で

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
設
立
覚
書
署
名
式
を
開

催
、
ア
ジ
ア
の　

ヶ
国
が
「
設
立

覚
書
」
に
署
名
し
た
。

　

司
法
統
計
に
よ
る
と
、　

年
１
月
～

９
月
に
解
決
し
た
相
続
争
い
の
う
ち

遺
産
額
が
５
千
万
円
以
下
の
ケ
ー
ス

が
全
体
の
約
８
割
を
占
め
、
件
数
が

ほ
ぼ
横
ば
い
の
遺
産
５
千
万
円
超
と

は
対
照
的
だ
。
司
法
統
計
に
よ
る
と
、

今
年
の
１
月
か
ら
９
月
に
調
停
が
成

立
す
る
な
ど
し
た
遺
産
分
割
事
件
は

約
６
千
２
０
０
件
あ
り
、
遺
産
５
千

万
円
以
下
の
事
例
は
４
千
７
０
０
、

１
千
万
円
以
下
の
事
例
は
約
２
千
件

あ
っ
た
。

　

遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
が
増
え

た
の
は
、
こ
こ
数
年
、
相
続
税
の
税

制
改
正
の
議
論
が
続
き
、
相
続
す
る

親
族
の
権
利
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と

に
も
よ
る
。
一
方
、
財
産
を
残
す
人

は
相
続
対
策
を
十
分
と
っ
て
い
な
い
。

調
査
に
よ
る
と　

年
か
ら　

年
の
相

続
事
案
の
う
ち
、
遺
言
が
用
意
さ
れ

て
い
た
の
は
全
体
の　

％
だ
っ
た
。

　

相
続
争
い
で
多
い
の
は
主
な
財
産

が
土
地
と
自
宅
し
か
な
い
場
合
だ
。

不
動
産
は
簡
単
に
分
割
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
取
り
分
を
巡
っ
て

遺
族
の
間
で
も
め
事
に
な
り
や
す
い
。

　

来
年
１
月
か
ら
は
相
続
増
税
が

控
え
る
。
基
礎
控
除
は
現
行
の

「
５
千
万
＋
１
千
万
円×

法
定
相

続
人
数
」
か
ら
「
３
千
万
円
＋

６
０
０
万
円×

法
定
相
続
人
数
」

へ
と
４
割
縮
小
さ
れ
る
。
課
税
対

象
者
は
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
で
、

相
続
争
い
は
さ
ら
に
増
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
た
と
え
遺
す
財
産
が

少
な
い
場
合
で
も
、
遺
言
の
作
成

や
生
前
贈
与
な
ど
の
対
策
が
必
要

と
な
る
。
遺
さ
れ
る
家
族
の
平
和

の
た
め
に
も
。

　

日
本
政
府
お
よ
び
経
済
界
は
、

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に
対
し
て
懐
疑
的
な

姿
勢
を
保
っ
て
い
る
。
融
資
の

審
査
基
準
や
意
思
決
定
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
不
透
明
な
た
め
、
融

資
が
逆
に
新
興
国
の
財
政
を
悪

化
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、

融
資
金
の
一
部
に
人
民
元
を
用

い
る
可
能
性
す
ら
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

今
後
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

は
融
資
が
重
な
る
地
域
や
案
件

も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

と
に
も
か
く
に
も
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

は
発
足
し
た
。
今
後
は
両
銀
行

と
も
協
調
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の

発
展
に
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
が
何
故
今
、
必
要

な
の
か
。
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
は
既
に
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
ア
ジ
ア
の
途
上
国
イ
ン
フ
ラ

を
支
援
し
て
き
た
Ａ
Ｄ
Ｂ
に
つ

い
て
安
倍
首
相
は
、
「
Ａ
Ｄ
Ｂ

は
人
間
中
心
の
投
資
」
を
掲
げ
、

雇
用
創
出
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
や
す
く
す
る
の
が
柱
と
強

調
し
た
。
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ご意見欄

憲法改正について考える

　『日本国憲法は、制定年度で見ると世界の成文憲法を保有している188ヶ国の中
で、古い方から14番目となる。しかも日本より古い憲法を持つ13ヶ国では一度は
憲法改正を行っているのに対して、日本国憲法のみは一度も改正されていない。
したがって日本国憲法は、実際には世界一古い成文憲法ということになる。

　その原因は、GHQが憲法草案をつくるときに、日本側が容易に改正させないよ
うに厳しい憲法改正条項を設けたことにある。改正を禁じた 96 条は、①各議員の
総議員3分の2以上の賛成で国会が発議し、さらに②国民投票で過半数の賛成を得
なければならないとある。であれば、参議院のわずか 3 分の1、つまり81人が反対
したら改憲の発議さえできないということである。

　憲法改正は最終的に国民が判断するものである以上、国民が自ら判断すること
もできないようにしている憲法改正条項は、国民軽視の規定と言わざるを得ない。
96条を改正することで、憲法を国民の手に取り戻すべきである。』

　以上は《「美しい日本の憲法をつくる国民の会」－共同代表　櫻井よしこ》か
らの抜粋による。

憲法を国民の手に取り戻そう

なぜ、いま憲法改正が必要か

14

10

10

13

５
千
万
円
以
下
の

　
遺
産
相
続
争
い
が
増
加

浦和レッズハートフルクラブ　ブータンを訪問

帰国後、ブータン名誉総領事館へお礼の手紙と報告を頂きました

　浦和レッズハートフルクラブは、『ハートフルサッカー in ブータン』( 主催：
浦和レッズ、共催：国連の友アジア－パシフィック、協賛：三菱自動車工業株式
会社 ) を 9 月 23 日 ( 火 ) ～ 25 日 ( 木 ) の 3 日間、ブータンの首都ティンプーで 5 回行
い計 258 名の子供たちとサッカーを通じた草の根での交流を深めました。

　訪問にあたっては在東京ブータン王国名誉総領事館が全面的に準備に協力し
ていただきました。『技術だけではなく心を育む』ことを最大のテーマに活動
しているハートフルクラブですが、今回、サッカーを通じた幸せづくりを目指
すハートフルクラブと、国を挙げて幸福を追求するブータンが融合する機会が
実現しました。

　徳田様のご紹介で大変貴重な機会を得る事ができました浦和レッズの弊校へ
の訪問は大・大・大成功でした。運動があまり得意ではない子供達とサッカー
が大好きな子供達が半分半分だったのですが、落合コーチの熱意あるお話から
始まり、皆で「がんばろう！」の掛け声でグラウンドに出てプログラムは始ま
りました。そして浦和レッズの監督方の熱意にドンドン子供達が引き込まれ、
最後はもの凄い声援が飛ぶ中皆で声を出し合い、とても楽しくプログラムを終
了する事ができました。　　　　　　（浦和レッズハートフルクラブからのお手紙）



下地常雄
Tsuneo Shimoji ,

Chairman

会　長

日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

下記ホームページをご参照ください。

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org

２０14年11月25日発行　Ｎｏ．44　通巻第341号　（4）

■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

　ユーザー投票で「2014年ピープルズ・チョイ
ス」賞を受賞したのは右の写真。撮影したマー
セル・ファン・オースティンさんによると、この
写真は長野県山之内町にある地獄谷野猿公苑
で撮影。入浴中のサルを撮影しようとした観光
客が接近しすぎて、iPhoneをサルに取られて
しまったのだという。

甘養亭は“みのぶまんぢゅう”の命ともいえ
る餡にこだわります。
小豆は風味・色艶・舌触りなどのよい北海道
十勝産。皮を丁寧に取り除き、ゆで汁は何度
も捨てます。水は身延沢の清水に磁気を通し
分子を整えてから使用しております。甘味を
決める蜜の配合は一子相伝。
伝統の技で仕上げた自慢の餡は鮮やかな藤色。
渋みがなく、まろやかな味のこしあんをお楽
しみいただけます。
甘養亭が一つ一つ丹精こめてつくり上げる
“みのぶまんぢゅう”は決して真似のできな
いおいしさです。

身延山御用　御菓子司
甘養亭

〒409-2524
　　山梨県南巨摩郡身延町身延3678

ＴＥＬ：0556-62-0029
ＦＡＸ：0556-62-3243

「中
小
企
業
の
過
剰
債
務
を

身
の
丈
の
債
務
に
軽
減
せ
よ
」

椎
名
麻
紗
枝
弁
護
士
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

過
剰
債
務
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
立
法
措
置
を
求
め
て
い
る
椎
名
麻
紗

枝
弁
護
士
が
こ
の
ほ
ど
、
東
京

・
南
青
山
会
館
で

「
中
小
企
業
の
過
剰

債
務
を
身
の
丈
の
債
務
に
軽
減
せ
よ
」
と
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。
同
シ
ン
ポ
で
は
匿
名
の
過
剰
債
務
者
と
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
植
草
一
秀
氏
が
講
演
し
た
。

Ａ
の
証
言　

 ―

要
約―

　
　
　

雨
の
日
に
傘
を
奪
う
銀
行

　

サ
ー
ビ
ス
業
を
経
営
し
て
い
る
あ
る
経
営
者

は
、
苦
し
む
人
の
参
考
に
な
れ
ば
と
、
自
分
の

体
験
を
語
っ
た
。

　

銀
行
は
不
良
債
権
だ
か
ら
歴
史
的
に
積

も
っ
て
き
た
負
債
を
一
括
返
済
し
ろ
と
迫
っ

て
き
た
。
こ
こ
か
ら
長
い
銀
行
と
の
戦
い

が
始
ま
っ
た
。

　

銀
行
は
社
長
を
交
代
し
ろ
と
言
っ
て
き
た
。

拒
否
す
る
と
「
一
人
だ
け
受
け
入
れ
て
く
れ
。

駄
目
な
ら
会
社
は
潰
れ
ま
す
よ
」
と
迫
っ
た
。

一
年
後
、
わ
が
社
に
乗
り
込
ん
で
き
た
彼
は

常
務
に
な
り
、
「
銀
行
と
の
交
渉
は
す
べ
て

私
が
や
り
ま
す
。」
と
言
っ
た
。

　

そ
の
後
、
銀
行
と
は
不
動
産
処
理
に
つ
い

て
、
双
方
弁
護
士
を
た
て
て
裁
判
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
時
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
椎
名
弁

護
士
か
ら
は
「
１
０
０
％
裁
判
は
負
け
ま
す
。

負
け
て
か
ら
が
本
当
の
勝
負
で
す
。
兵
糧
攻

め
を
し
て
向
こ
う
か
ら
話
を
持
っ
て
く
る
よ

う
に
す
る
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

　

椎
名
弁
護
士
が
予
言
し
た
と
お
り
、
結
局

銀
行
か
ら
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
く
れ
と
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

　

「
銀
行
に
入
る
前
、
社
会
的
正
義
感
や
天
下

国
家
を
思
う
心
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

だ
が
、
中
に
入
る
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
社

会
正
義
よ
り
銀
行
の
利
益
を
優
先
し
、
顧
客

に
迷
惑
を
与
え
て
も
銀
行
の
権
益
を
守
る
人

が
出
世
コ
ー
ス
に
乗
る
人
だ
。

　

何
よ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
時
に
膨
大
な
不
良

債
権
を
抱
え
た
銀
行
を
政
府
は
温
情
で
助
け

る
が
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
銀
行
が
、
今
度

は
個
人
や
法
人
に
冷
酷
な
仕
打
ち
を
与
え
る

と
い
う
の
は
傲
岸
不
遜
な
話
だ
。

　

債
務
者
と
い
う
の
は
責
任
感
が
強
い
ば
か

り
に
、
切
羽
詰
っ
て
自
殺
し
た
り
夜
逃
げ
同

然
で
ホ
ー
ム
レ
ス
に
落
ち
て
い
く
人
も
い
る

が
、
困
っ
た
時
は
も
っ
と
助
け
を
求
め
て
も

い
い
。
何
よ
り
そ
れ
に
応
え
る
経
済
制
度
が

必
要
だ
」
と
話
し
た
。

　
　

年
に
創
業
し
、
３
名
で
ス
タ
ー
ト
。
４
店

舗
ま
で
増
や
し
た
が
、

年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
で
状
況
が
悪
化
し
、
一
号
店
を
売
却
。
し

か
し
、
銀
行
指
定
の
不
動
産
会
社
と
の
専
任
媒

介
契
約
に
よ
る
売
却
で
は
な
か
っ
た
ば
っ
か
り

に
、
銀
行
は
面
子
を
つ
ぶ
さ
れ
た
と
怒
り
、
そ

れ
か
ら
銀
行
の
介
入
と
露
骨
な
圧
力
が
高
ま
っ

た
。Ｂ

の
証
言　

 ―

要
約―

　

事
業
が
暗
転
す
る
と
銀
行
と
の

　
　
　
　

関
係
も
暗
転
す
る

植
草
一
秀
氏　

 ―

要
約―

「
銀
行
は
今
、
社
会
的
正
義
感
を

　
　
　

失
っ
て
い
る
」

7290
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「
銀
行
の
納
得
す
る
経
営
改
善
計
画
と
役
員
の

攻
勢
を
変
え
な
い
限
り
融
資
金
の
一
括
返
済

だ
」
と
、
こ
ち
ら
の
理
解
を
超
え
た
圧
力
を
か

け
て
き
た
の
だ
。

　
　

年
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
不
良
債
権
の
山
を

築
い
た
時
、
政
府
か
ら
タ
ダ
同
然
で
助
け
て
も

ら
い
、
今
は
安
穏
と
枕
を
高
く
し
て
寝
て
い
る
。

銀
行
と
い
う
の
は
、
雨
の
日
に
傘
を
貸
さ
な
い

ど
こ
ろ
か
奪
う
と
い
う
の
が
よ
く
よ
く
理
解
で

き
た
。

　

１
２
０
０
人
だ
っ
た
社
員
は
現
在
２
０
０
人
、

値
段
競
争
の
製
品
を
作
り
出
す
企
業
の
宿
命
と

し
て
、
潮
目
が
変
わ
る
と
途
端
に
事
業
は
難
し

い
局
面
を
迎
え
る
。
平
成
４
年
、
累
積
借
入
金

が
年
間
の
売
上
金
を
上
回
っ
た
。

「温泉に入りながらスマホを見るサル」

以
下
は
「
新
政
界
往
来　

月
号

掲
載
記
事
か
ら
の
転
載
（
要
約
）
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